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２０１３年度 

 １１月１２日、光晴中学校から依頼があり、当青年会議所のメンバー３名（善宝晋場君、小暮大輔君、

小柳祐三君）が「マナー講習会」の講師として参加いたしました。内容としては、３年生を対象に、「社

会人として必要なマナー全般について」の講演と各クラスに分かれてアルバイト面接という設定の「模擬

面接」を行いました。講師のメンバーはそれぞれの持ち味を発揮して講演と面接を行い、青少年育成事業

に携わることが出来ました。 

 １１月１０日、ウォークラリーin北区『キタクエスト』と題して、小学

生（４、５、６年生）の子供達を対象にしたウォークラリー事業を行いま

した。 

 この事業では、子供達にグループ活動を通じてコミュニケーション能力

や人を思いやる優しさをさらに身に付けてもらうことを目的としていま

す。当日は雨の天候でしたが、そのようなことは物ともせず、子供達は元

気一杯に町を歩き、各所に設けられたチェクポイントで、チームで協力し

ながら、クイズやアトラクションをクリアしていきました。そして、参加

した子供達全員が最後まで歩き通し無事ゴールすることができました。 

賛助会員の中村勉君の活躍

もありました。 

１０月２７日、「新発田

青年会議所創立５５周年

式典・祝賀会」に行って

きました。式典は次第に

則り粛々と執り行われ、

祝賀会は大勢の参加者の

中、盛り上がりました。

来年、私達も３０周年で

す。頑張りましょう。 

１１月５日には、事前説明会を行

い、事業に備えました。 



 
 ２０１３年度「修練」は本号で最後となります。

今年度は２００９年度以来のカラー印刷での発行と

なりました。カラー化の特性を活かして、多くの写

真を掲載して、青年会議所活動の楽しさや活発さが

読者に伝わるような紙面構成を心掛けました。     

理事長・３委員長 座談会～１２月最終号特別企画～ 

今年度の修練も最終号ということで、１１月２１日、某居酒屋にて小林直人理事長と３委員長（鈴木委員長、小柳祐

三委員長、小柳智輝委員長）だけが集まって、今年度を振り返り大いに語ってもらいました（紙面の都合上、内容は

大幅にカット、ほとんど抜粋です）。 

理事長 今回は各委員長と今年一年を総括して、来年に繋が

るようにしたいと思います。成功したことも失敗し

たことも楽しく語り合いましょう（笑）。 

鈴木  修練の企画という口実もありながら、一度このよう

な集まりをやってみたいと以前から思っていて、本

日お集まり頂きました。 

理事長 いや～でも終わりだね。次年度の話が進んでくる

と、終わるんだなという安堵感と少しの寂しさを感

じるけど、各委員長も今年一年、難儀したというか

犠牲にしたことは沢山あると思うよ。その分、委員

長じゃなければ、経験できないことを沢山経験した

というか。 

（中略） 

理事長 まだ、全部は終わっていないけど、ここまでの総括

を３委員長に聞きたいな。皆さん何かしら感じた部

分があると思うので、こういうところが出来たと

か、この辺が足りなかったとか、自分自身にこのよ

うな発見があったとか。 

小柳智 一番は義理人情が感じられたところですね。 

理事長 それは、どういう部分で？ 

小柳智 委員長になればそれなりの立場もあるので、仕事の

都合でいけないときでも、少しでもいいので顔を出

すことなんかは、学んだことです。また、委員会の

ときにお願いして、メンバーが少しの時間でも来て

くれれば、嬉しいですし、特に日頃なかなか来ない

メンバーが来たときの喜びはすごいあるんですね。

やってくれる人はやってくれるけど、人を使うとい

うことは本当に難しいですね。 

理事長 気を遣うことが、もう義理人情だと思うけど、人っ

て面白いもので常に義理立てしてくる人に対して邪

険にしないよね。その部分だけでも感じてくれた

ら、全てに繋がってくると思いますよ。だから義理

と人情は大切ですよと、当たり前のことを基本方針

に載せたけど。その点を感じてくれたらＪＣ冥利に

尽きる。 

小柳祐 人にお願いすることができないこともあったのと、

自分ならできるだろう、自分でやったほうが早いと

か、うぬぼれの部分もあって、でも今になって自分

ひとりじゃ限界があってできないと、重々感じるよ

うにはなりましたね。一番嬉しかったのは、委員会

をやるときに、遅い時間からでも集まってくれるこ

とや急に呼んでも来てくれる、やっぱ人情とか、そ

ういう部分で助けてもらったと思った。遅いけど、

今になってやっと分かったというか。 

理事長 でも大丈夫だよ。もう一回、委員長が待っているか

ら（笑）というか願望。この先あるなら是非やっ

てほしいね。それと思ったのが、何だかんだ言い

ながら、いろんなことに気づいているんだよね。

人にお願いできなかった、実際お願いできなかったこと

で早くならなかったこと、自分に足りなかった点を何気

なく掲げた訳だから、気付いただけで大きな成長です

よ。各委員長、こういう委員がいたらいいなという理想

の委員像があったはず。今度はそれを自分に置き換えて

来年以降やってほしいと思う。 

鈴木  今になって思えば、もう少し人を使えばよかったなっ

て。やることが一杯あって、議案も一番沢山あって、大

なり小なり全部で１５議案出しているんですよ。そうな

ると教えてやらせる時間がどうしても足りなくて、完全

にいい訳なんですが、どうしても自分でやってしまう。

人を使い切れなかったこと、人を育てるという点につい

ては課題が残ったと思います。 

理事長 今、話を聞いて、３人に共通していたのは、人を使う難

しさというか、ほんとこれは共通、さらに俺も一緒なん

だよね。人と人が付き合う以上、人で悩むのは当たり

前。特にＪＣは人で悩むよね。そこで、ある程度鍛えら

れる部分はあるんだけど。 

鈴木  確か一回だけ、全員揃って委員会が１００％の時があっ

て、その時はすごい嬉しかったですね。 

小柳智 うちは、納涼会と打ち上げは１００％かな（笑） 

理事長  終わり良ければ全て良しという言葉もあるように、紆余

曲折あったとしても、本当の終わりのところって、みん

なが何か得た物があれば、それで大成功なんでね。だか

ら、事業の成功、失敗云々じゃなくて、それに関わった

人間が成長したかどうかなんです。（中略） 

理事長 立場上、厳しいことも言わなくてはいけなくて、各委員

長にはいろんな場面で厳しいこともいってきた。これは

仕事でも一緒だけど、言わなくていけないことは言わな

くてはいけない。それが組織のためと思って、理事長は

それを理解して言う立場、委員長はそれを理解して言わ

れる立場であった。事業が成功した云々は過去の話で

あって、経験しても止まってしまっては、それは過去だ

と、何の意味もないと、委員長を経験したことをいかし

ていく、歩みを止めないのが大切。今年の経験を活かし

て行動してもらえれば、理事長冥利に尽きますので、最

後卒業するまで「経験に積立はない！」以上です。 

各委員長 ありがとうございました！ 

コウヤンミン銅雀ＪＣ会長と

小林理事長 

 １０月１８日から２０日の日程で、当青年会議所

と姉妹ＪＣの関係にある韓国ソウル銅雀青年会議所

の創立３３周年記念式典のため、小林理事長をはじ

めとするメンバー５名で訪韓しました。 式典には

台湾の蘆洲青年会議所のメンバーも参加して、国際

色豊かな式典となりました。 今回の訪韓を通じ

て、さらに友情を深めることができました。 

 来年、当青年会議所も創立３０周年記念です。そ

の告知もこの機会に大いにしてきましたので、来年

は多くの銅雀青年会議所メンバーに来て頂けること

でしょう。 

銅雀ＪＣのＪＣルームにて、

姉妹ＪＣ締結調印書を発見！ 

幸いにも多くのＯＢの方々から修練を見ている、楽しみに

しているとのお言葉頂きました。今年度、ご愛読頂きまし

たことにつき、総務広報委員会を代表致しまして、御礼申

し上げます。 

      ２０１３年度総務広報委員会 委員長 鈴木 秀明 


